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消防・野生鳥獣 　　学校・駐在所

住宅用火災警報器を更新しよう！住宅用火災警報器を更新しよう！

No.407纏
まとい

消 防 瓦 版

　ご家庭の住宅用火災警報器（住警器）はそろそろ交換時期ではありませんか？
　住警器の設置が義務化され15年以上が経過しています。住警器は、古くなる
と電子部品の寿命や電池切れなどで火災を感知しなくなることがあるためとても
危険です。設置から10年を目安に交換しましょう。

火災・救急・救助　119

救急出場状況
（７月分）

交　　通　　４件( ４人）
労働災害　　１件( １人）
一般負傷　　６件( ６人）
転院搬送　　１件( １人）
急　　病　　15件( 12人）

７ 月 計  　27件( 24人）
累　　計　 117件(104人）
　※（　）内は搬送人員

地域への感謝と連携の推進地域への感謝と連携の推進

コミュニティ・スクール情報
～占冠中学校～地域とともに

こちら駐在所です 問　占冠駐在所
☎　56‐2110

～ 知らせ合う　

　　 早めのライトと

　　　 　　　　反射材 ～

 ～ 交通事故防止のポイント ～ ～ 交通事故防止のポイント ～

　夕方から夜間にかけて、歩行者や自転車の見落としや発見遅れ
による交通事故を防ぐために、交差点での安全確認を徹底し、対
向車や前車がいない時は、ハイビームを活用しましょう。
　運転する前に、同乗者全員がシートベルトとチャイルドシート
を正しく着用しているか確認しましょう。

ドライバーの皆さんへ

歩行者の皆さんへ

秋の交通安全運動が実施されます！秋の交通安全運動が実施されます！

９月 21日（水） ～９月 30 日（金）の10日間

　道路を横断する前にしっかり左右を確認しましょう。
　夜間、歩いて外出する際は、明るい色の服を着たり、持ち物に
反射材をつけましょう。

９９月月3030日日は

運転者、歩行者ともに交通ルールを守り、運転者、歩行者ともに交通ルールを守り、
交通事故死ゼロをめざしましょう！交通事故死ゼロをめざしましょう！

「交通事故死ゼロゼロを目指す日」

　令和４年度がスタートして２学期を迎えました。いまだコロナ禍で感染者も少なくない状況ですが、本校で
は滞りなく教育活動を継続することができています。
　１学期に予定していた学校行事では、５月には３年生の修学旅行や体育祭、６月には中体連球技大会、７月
には２年生の宿泊研修や１年生の炊事遠足などがあり、それぞれ感染症防止策を講じて実施し、無事に終了す
ることができました。また中体連では、今年度より保護者観戦ができる形で大会が実施されました。生徒は各
試合に堂々と臨むことができたと思います。
　家庭科での山菜教室や美術科での陶芸教室については、地域支援ボランティア
講師の方々から専門的な知識や技術を伝授していただき、対話的で深い学びにつ
なげることができました。また、１年生の炊事遠足では、地域のガイドにお力を
借りて充実した行事にすることができ、文化的行事においては、７月15日（金）
の札響コンサートに参加し、大変貴重な体験となりました。
　日々のさまざまな場面で地域の方々にお力添えをいただいていることに対し、
心から感謝いたします。
　２学期の学校行事で一番大きなものとして、９月10日（土）に第76回目とな
る学校祭を予定しています。すでに生徒は１学期後半より学年創作発表に向けて、
主体的に準備活動を行っています。体育祭までは地域の方をお招きできる状況で
はありませんでしたが、少しずつ対応の緩和が進んでいます。本学校祭につきま
しては国や北海道からの要請等を踏まえながら、地域の方々の対応を検討してい
きたいと考えていますので、詳細が決まり次第お知らせいたします。
　コロナ禍において、明るく元気に活動できることのありがたさを感じながら、
地域に対して感謝の気持ちを忘れずに、学校と地域が連携し、生徒にとって充実
した教育活動を推進していきたいと思います。

　なお、富良野広域連合火災予防条例では、寝室・階段（２階に
寝室がある場合）が該当しているため、ご家庭の設置状況を確認
してください。
　住警器に関して分からないことや気になることがありましたら
占冠支署指導係（56‐ 2119）までご連絡ください。

    点検・確認方法点検・確認方法  

１．住警器のボタンを押す、またはひもを引いて音を確認する。
２．住警器の「設置年月」や「製造年月」を確認する。

問　占冠村教育委員会　☎　56 ‐ 2182

問　富良野広域連合富良野消防署占冠支署　☎　56 ‐ 2119

野生動物対策の状況 問　農林課林業振興室
　野生鳥獣専門員
☎　56‐2174

エゾシカ

ヒグマ

　近年、牛の飼料用のトウモロコシ（デントコーン）
をシカに食べられる被害が増えてきていましたが、
今年は一部の圃場でシカ防除用の金網柵（シカ柵）
が設置されました。それら圃場ではトウモロコシの
被害が少なく、ほかの圃場より著しく草丈が高く成
長しており、収量も期待されています。シカ柵を早
くから整備している他市町村では、年を経るごとに

柵が劣化し、また隙間な
どの弱点をシカに覚えら
れて効果が下がっていく
ようなので、どのように
機能を維持しながら整備
するか、今後の課題とな
ります。

　７月の駆除捕獲は59頭と、この月としては過去
最高となりました。捕獲従事者の皆さまは大変お疲
れさまでした。８月も堅調に推移しています。

　例年と同じくデントコーン圃場への侵入と食害が
発生しています。新たなシカ柵で守られた畑は、実
りが良いためかよく侵入されており、食害だけでな

　ふるさと祭りでは、
野生鳥獣広報テントを
設け、各種展示を行い
ました。ご来場ありが
とうございました。

く、シカ柵の損壊という残念なオマケが付きます。
捕獲の継続や、電気柵の併用を講じていきます。
　圃場での調査により、さまざまなことが垣間見え
ています。ある大きなオスは、夜間に侵入し、夜の
うちに一息に山の奥まで撤退、また箱わなにも近寄
らない用心深さを示しています。一方、今年生まれ
の子を連れたメスは、移動に伴うハンデに応じてか、
昼間も圃場内に潜み続ける選択をしていました。対
する私たちとしては、労多く功少なしといえども、
実地調査で相手の挙動をよく見ながら、捕獲や柵な
どで地道に対抗していきたいと思います。
　上トマムの市街地近辺での動きは８月以降、鎮静
化しつつありますが、
村道青森団体線方面
では、いまだ複数個
体の活動が見られて
います。

そのほか
上トマム８月13日

シカ柵（変形部
はヒグマの仕業）


